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令和４年度 大分地方最低賃金審議会 

 

 

１ 日時  令和４年６月 29 日（水）午後１時 30 分～ 

 

２ 場所  第２ソフィアプラザビル ４階会議室 

（大分市東春日町 17 番 20 号） 

 

３ 出席委員（敬称略） 

公 益 代表：荒井 公美、井田 雅貴、城戸 照子、清水 立茂、松隈 久昭 

労働者代表：藤本 雅史、稲福 史、鹿嶋 秀和、山田 功一、原口 享子 

使用者代表：小野 賢治、中島 英司、藤野 久信、宮脇 恵理 

 

４ 事務局 

大分労働局：中山 局長、中井 労働基準部長、金田 賃金室長 

田口 賃金室長補佐 

 

５ 議題  

（１）大分地方最低賃金審議会会長・会長代理の選出について 

（２）大分県最低賃金の改正諮問について 

（３）大分地方最低賃金審議会の審議日程について 

（４）大分地方最低賃金審議会の運営に関する事項について 

①大分地方最低賃金審議会運営規程について 

②大分地方最低賃金審議会確認事項について 

③大分地方最低賃金審議会運営小委員会規程について 

（５）運営小委員会の委員及び委員長・同代理の選出について 

（６）「大分県最低賃金に関する基礎調査」について 

（７）その他 

 

６ 議事録 

 

賃金室長 

それでは、大分地方最低賃金審議会を始めさせていただきます。 
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委員の皆様方には、大変お忙しい中、ご出席いただき誠に有難う

ございます。 

最低賃金の決定につきましては、最低賃金法第２０条により、公

益、労働者、使用者の各代表委員からなる最低賃金審議会を設置す

ることとしております。 

本日は、使用者代表の神委員から欠席との連絡をいただいてお

ります。本審議会には１４名が出席されておりますので、最低賃金

審議会令第５条第２項の規定により、審議会委員の３分の２以上

または各委員の３分の１以上出席していますので、審議会は有効

に成立していることを報告させていただきます。 

本日は、令和４年度の大分地方最低賃金審議会として、初めての

審議となりますので、会長と会長代理が選任されるまで、私の方で

議事を進行させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

また、1 回目の本審議会は従前から公開としております。議事内

容につきましては、後日、議事録をホームページに公開させていた

だきますのでご了承いただければと存じます。 

着座で進めさせていただきます。 

最低賃金法第２３条第２項では、委員の任期は２年間とされて

います。皆様は、第５６期の委員にご就任いただいており、本年度

が２年目ということになります。 

本年度、委員の交代がありましたのでご紹介させていただきま

す。先般、労働者代表の山本委員から、また、使用者代表の飯田委

員からそれぞれ辞職の申し出がありましたので事務局はこれを承

認するとともに、欠員となりました委員の推薦公示により労働者

代表委員として原口
はらぐち

享子
み ち こ

氏を使用者代表委員として神
こう

 昭
あき

雄
お

氏を

大分地方最低賃金審議会委員に任命することとなりました。 

ご紹介させていただきます。労働者代表の原口委員でございま

す。 

 

原口委員 
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初めまして原口と申します。連合大分の女性委員会事務局長を

仰せつかっています。普段は、トキハ百貨店の中の労働組合に専従

しています。初めてですので皆様に教えて頂くことが多いですけ

れどよろしくお願いします。 

 

賃金室長 

ありがとうございました。 

神委員は本日欠席ですので後日改めましてごあいさつをいただ

きたいと思います。 

なお、両委員の任期につきましては、前任者の残任期間の令和５

年３月31日までとなっております。 

  それでは、事務局を務めます大分労働局の職員を紹介させてい

ただきます。 

  大分労働局長の中山でございます。 

続きまして、労働基準部長の中井でございます。 

私が賃金室長の金田です。よろしくお願いたします。 

  次に、賃金室長補佐の田口です。 

審議会が円滑に運営されますよう、務めてまいりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

それでは、議題に入らせていただきます。 

議題１「会長・会長代理の選出について」に入ります。 

会長、会長代理の選出については、最低賃金法第２４条第２項に

「会長は、公益を代表する委員のうちから、委員が選挙する。」と

定められており、また、第２４条第４項では「会長に事故があると

きは、あらかじめ第２項の規定の例により選挙された者が会長の

職務を代理する。」と定められておりますので、公益委員の中から

選出をお願いいたしたいと思います。 

本件については、５月 17 日に公益委員会議を開催して協議して

おりますので、荒井委員に報告をお願いいたします。 

 

荒井委員 
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本件については、事前に公益委員で調整を行った結果、清水委員

に会長を、城戸委員に会長代理をお願いしたいとの結論となりま

した。 

 

賃金室長 

ありがとうございます。 

ただいま、荒井委員から会長に清水委員を、会長代理に城戸委員

をお願いしたいとの御報告がございましたが、如何でしょうか。 

 

【異議なし】 

 

賃金室長 

それでは、会長を清水委員に、会長代理を城戸委員にお願いいた

します。 

それでは、清水会長には、御挨拶をいただきますとともに、今後

の議事進行を宜しくお願いいたします。 

 

会 長 

 本年度、会長を仰せつかりました清水でございます。これまでと同様に円

滑な審議にご協力いただきますようお願いします。 

 

会 長 

それでは、議題２「大分県最低賃金の改正諮問について」に入ります。 

本日、令和４年度の大分県最低賃金の改正に関し、労働局長から諮問

があると聞いております。 

本議題について、まず事務局から説明をお願いします。 

 

賃金室長 

大分県最低賃金の改正につきましては、例年、局長から最低賃金法第

１０条に基づく諮問をさせていただいております。 



 

5 

 

本年度につきましても、本日、局長から諮問させていただきたいと考

えていますので、よろしくお願いいたします。 

清水会長、中山局長におかれましては、恐縮ですが中央にお進みくだ

さい。 

それでは局長から改正諮問文をお渡し願います。 

 

【局長から会長に、諮問文を手交】 

 

会 長 

ただ今、本年度の大分県最低賃金改正についての諮問を受けたところ

です。 

事務局から諮問文の読み上げをお願いします。 

 

賃金室長補佐 

 

【諮問文（写）の読み上げ】 

 

会 長 

局長から今年度の地域別最低賃金額改正の審議にあたり、御挨拶があ

ると伺っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

労働局長 

本日はご多忙の中、委員の皆様方におかれましては、本審議会に

ご出席を賜り、厚く御礼申し上げます。  

 また、日ごろから労働行政の推進に多大なるご尽力を賜ってお

りますことに、重ねて感謝申し上げます。 

本日は、本年度第１回目の大分地方最低賃金審議会の開催でご

ざいます。第５６期の審議会委員の皆様には、昨年の４月１日から

令和５年３月末までの２年間の任期で審議会の運営をお願いして

いるところでございます。 
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昨年から引き続きご就任いただいている委員の皆様、また、本年

からご就任いただく委員の皆様には、社会的にも最低賃金につい

て関心が高まる状況の中、慎重なご審議をどうかよろしくお願い

申し上げます。 

大分県の現在の雇用情勢については、令和４年４月の有効求人

倍率は、前月より 0.0２ポイント増の 1.31 倍で高水準となってお

り、新規の求人に改善の動きが続いている状況にあります。しかし、

経済・雇用情勢に大きな影響を与える国内外の状況もあり、今後と

も、新型コロナウイルス感染症、ウクライナ情勢等によるサプライ

チェーンや、円安等が雇用に与える影響について、引き続き注視し

ていく必要があると考えています。 

このような中、大分県では、各自治体や使用者団体などが様々な

支援策を講じていただくことにより、多くの事業主の皆様が、全力

で雇用維持に取り組んでいただいており感謝申し上げるところで

あります。 

大分労働局におきましても、雇用調整助成金をはじめとした各

種支援を迅速に事業主の皆様にお届けできるよう、体制強化を図

りながら取り組んできたところです。 

引き続き、雇用調整助成金・働き方改革推進支援助成金・業務改

善助成金等を活用いただき、労使各位にも御協力いただきながら、

雇用の維持、事業の継続、安心できる生活・くらしを確保してまい

りたいと考えています。 

 さて、先程、本年度の地域別最低賃金の改定について諮問をさせ

ていただいたところですが、令和４年６月７日に閣議決定された

「経済財政運営と改革の基本方針 2022」及び「新しい資本主義の

グランドデザイン及び実行計画」では、 

・最低賃金引き上げの環境整備を一層進めるためにも事業再構築・

生産性向上に取り組む中小企業へのきめ細やかな支援や、取引

適正化等に取り組みつつ、景気や物価動向を踏まえ、地域間格差

にも配慮しながら、できる限り早期に最低賃金の全国加重平均

が１０００円以上となることを目指し、引き上げに取り組む。 
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・最低賃金について、官民が協力して引き上げを図るとともに、そ

の引き上げ額については、公労使三者構成の最低賃金審議会で、

生計費、賃金、賃金支払能力を配慮し、しっかりと議論する。 

こととされたところであります。 

このため、中央最低賃金審議会の目安金額の審議においては、こ

の政府の基本方針を踏まえ、日本経済の好循環実現に向けての検

討が行われるものと考えます。 

最低賃金法第１条には、最低賃金制度の目的について、「賃金の

最低限を保障し労働条件の改善を図ることにより、国民経済の健

全な発展に寄与すると、労働者の経済基盤を確保することにより、

日本経済の発展を支えることを明記しています。委員の皆様方に

はこの最低賃金法第１条の基本理念を踏まえ、今後のご審議を進

めていただきますよう、あらためてよろしくお願い申し上げます。 

 

会 長 

ありがとうございました。 

次に、議題３「大分地方最低賃金審議会の審議日程について」に

入ります。昨年度の地域別最低賃金の審議状況について事務局から説

明をお願いします。 

 

賃金室長 

昨年の審議状況の説明をさせていただきます。 

お手元の資料№２－１、３ページを御覧ください。 

令和３年度における地域別最低賃金、特定最低賃金の審議状況を記載

しております。 

地域別最低賃金の審議状況は、７月２日開催の本審議会で改正諮問を

行った後、大分県最低賃金専門部会を設け、７月 13 日に第１回を開催

しました。そのあとの７月 21 日の実地視察はコロナによる感染防止の

観点から中止とし、同日に参考人意見聴取を行い、８月２日の中央最低

賃金審議会の目安伝達後、計４回の金額審議を行っていただきましたが、

全会一致の結論とはならず、８月 10 日に開催された本審議会において、
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最低賃金審議会令第５条第３項による採決を経て、公・労側賛成、使側

反対で結審となり、答申をいただきました。 

その後、８月 16 日付けで大分県労働組合総連合より異議申出がなさ

れ、８月 26 日の本審議会において異議申出の取扱いについて審議いた

だき、８月 10 日の答申どおりの決定となり、改定金額８２２円が１０

月６日発効となりました。 

特定最賃については、改正の申し出を７月末までに労働局長宛に提出

いただいた６産別につきまして、８月２日の目安伝達に併せて改正の必

要性の有無について局長から審議会に諮問を行いました。これを受けて、

運営小委員会において８月 19 日に改正の必要性の有無の審議をしてい

ただき、８月 26 日の地域最賃の異議審に合わせ、運営小委員会から各

種商品小売業を除く５産別について、必要性ありとの報告があり、審議

会から改正の必要性の答申をいただき、同日、局長から審議会に改正に

ついて諮問を行いました。 

これを受けて、９月 27 日に各専門部会全委員が集まっての合同部会

を開催し、産別に分かれて順次調査審議を行っていただき、10 月 26 日

に専門部会の報告がなされ、審議会から特定最賃の改正についての答申

をいただき、異議の申し出がなかったため、異議審議は開催されず、予

定通り 12 月 25 日に５産別の統一発効となりました。 

 

会 長 

ただ今の事務局の説明に対して、何か質問はありませんか。 

 

会 長 

  最低賃金審議会のところの８月の地賃最賃部会報告答申は、５日と

なっているが 10 日でいいですか。 

 

賃金室長 

  答申を頂いたのは 10 日です。 

 

会 長 
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  分かりました。 

 

会 長 

他にはないようですので、地域別最低賃金改正等、本年度の審議会、

部会の運営について、事務局から説明をお願いします。 

 

賃金室長 

本年度の審議日程等説明させていただきます。 

お手元の資料№２－２、５ページを御覧ください。 

本年度の審議日程の案を記載しています。 

基本的な審議日程の流れにつきましては、令和３年度と同様となって

おります。 

また、資料７，８ページで、地域別最賃の改正決定までのプロセスと

特定最低賃金の改正決定までのプロセスを、９～12 ページの資料で地

域別最低賃金と特定最低賃金の公示日最短発効予定一覧表を添付して

おります。 

今後の審議会の流れを説明します。本日より事務局は専門部会委員の

推薦公示を行いますので、労使委員からの推薦手続きを経て、７月 13

日（水）に専門部会を設置し、調査審議をお願いする予定としておりま

す。 

専門部会では、例年、事業場実地視察、参考人意見聴取等を行ってき

たところですが、事業場実地視察につきましては、昨年に引き続き、コ

ロナウイルス感染症を防止する観点から中止とさせていただきたいと

考えています。 

参考人意見聴取は、７月 27 日（水）に実施することとし、８月１日

（月）に本審を開催し中央最低賃金審議会の目安伝達を行い、本審終了

後、専門部会において金額審議を行っていただき、８月５日（金）まで

専門部会を開催する予定です。 

専門部会による審議がスムーズに進んだ場合は、８月５日午後４時か

ら本審議会を開催し専門部会の報告をいただき、改定決定答申を行い

たいと思っております。 
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改正金額に係る異議申し出があった場合には、８月 23 日（火）

10 時から、異議審議を開催することとしております。 

なお、専門部会による金額審議が難航し、専門部会の審議が繰り下が

った場合は、発効日も繰り下がるとともに、８月５日(金)の地域別最賃

改正答申、８月 23 日（火）の異議審の日程が順次繰り下がることとな

ります。 

次に、特定最賃については、改正の申し出を７月末までを目途に労働

局長宛に提出いただき、８月１日(月)の目安伝達に併せて特定最賃の改

正の必要性の有無について局長から審議会に諮問を行います。 

これを受けて、運営小委員会において８月 17 日(水)に特定最賃改正

の必要性の有無の審議をしていただき、８月 23 日（火）の地域最賃の

異議審に合わせ、運営小委員会結果報告がなされ、審議会から改正の必

要性の答申をいただき、同日、局長から審議会に特定最賃の改正につい

て諮問を行います。 

これを受けて、９月 26 日（月）に各専門部会全委員が集まっての合

同部会を開催し、特定最賃専門部会において産別に分かれて順次調査審

議を行っていただき、10 月 26 日(水)に各特定最賃専門部会の報告がな

され、審議会としての特定最賃の改正についての答申をいただくという

流れとなります。 

令和４年度の最後となりますが、令和５年３月３日、特定最賃意向表

明と令和５年度の最低賃金審議日程の審議を行います。 

 

資料９ページの地域別最低賃金の公示日最短発効効力発生一覧表を

ご覧ください。この表は、答申日と発効日の関係を示している表ですが、 

例えば、表の５段目となりますが、８月５日に答申となった場合は、８

月23日に異議審議を行うとともに官総（内閣官房総務課）持込の手続を

行い、30日間の官報公示期間を経て、10月１日の発効となる先程説明し

ましたスケジュールが示されております。 

８月５日(金)の答申が繰り下がった場合の発効日との関係は、これを

見ていただくとわかるようになっています。 

机上に参考資料としまして、令和４年度審議日程（案）を配布してい
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ます。８月５日の審議が繰り下がった場合のためのものです。 

繰り越し答申日として、８月８日と８月９日と、それに対応する異議

審議８月24日と８月25日を青色でお示ししております。 

１０月１日発効のために８月５日の答申をいただくのが基本ではあ

りますが、昨年の審議状況から、結果として繰り越しが行われる可能性

もあると思われますので、日程の確保等ご準備をお願いいたします。 

 

会 長 

本年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえて、実地視察を

中止したい等、一部の計画を変更する提案がありましたが、これらを含

めて、ただ今の事務局の説明に対して、何か質問、意見等はありません

か。 

 

中島委員 

  異議審議は例年あるんですか。 

 

賃金室長 

  地賃は例年異議申し立てがありますので異議審議はあります。特賃

は異議申し立てがありませんので今まで異議審議はありません。 

 

会 長 

その他何かありますか。よろしいでしょうか。 

 

【意見等なし】 

 

会 長 
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それでは、ただ今の事務局から提案の日程で審議を進めること

といたします。 

次に、議題４「大分地方最低賃金審議会の運営に関する事項につ

いて」に入りますが、議題４の１「大分地方最低賃金審議会運営規

定について」、まずは事務局から説明をお願いします。 

 

賃金室長 

資料№３-1、13 ページの「大分最低賃金審議会運営規定」の概

要の説明をさせていただきます。 

本年は、事務局から改正の提案はございません。 

この運営規程は、本審議会を運営するにあたり、その取扱いを定

めたものでございます。 

第２条に「会議の招集」は、会長、大分労働局長、５人以上委員

若しくは労働者代表委員、使用者代表委員及び公益代表委員各１

人以上を含む３人以上の委員から開催要求があったときは会長が

行う、第３条に「小委員会の設置規定」、第４条に「委員の欠席」

に関すること、第６条に「会議の公開」に関すること、会議は、原

則公開とする。公開することにより、個人情報保護に支障を及ぼす

おそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不当に侵害さ

れるおそれがある場合、率直な意見の交換若しくは意思決定の中

立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、会長は、会議を非

公開とすることができること、第７条に議事録の作成に関するこ

と等が規定されています。 

会 長 

ただ今の事務局の説明に対して何か御質問、御意見はございま

せんか。 

 

【意見等なし】 

 

会 長 
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それでは、本審議会は、この運営規程に基づき運営することとし

ます。 

 

会 長 

次に、議題４の２「大分地方最低賃金審議会確認事項について」

に入りますが、この議題について、まず事務局から説明をお願いし

ます。 

 

賃金室長 

昨年度の審議会で運用していた「大分地方最低賃金審議会確認」

を資料№３－２、17 ページとして添付しています。 

内容の概要を申し上げますと、確認事項１については、専門部会が全

会一致で決議した場合にのみ、それを審議会の決議とみなすという取扱

いの確認です。 

次のページに根拠となる最低賃金審議会令の抜粋を添付してい

ますのでご覧ください。 

最低賃金審議会令第６条第５項では「審議会は、あらかじめその

議決するところにより、最低賃金専門部会の決議をもって審議会

の決議とすることができる。」と規定されており、大分最低賃金審

議会では、全会一致についてのみ適用することとしています。 

確認事項２については、審議会の議決は審議会令第５条第３項による

が、全会一致に向けて努力することについての確認です。 

確認事項３については、審議は原則として午後５時までとするという

取扱いの確認です。 

確認事項４については、「平成 14 年 12 月６日付け中央最低賃金審議

会 産業別最低賃金制度全員協議会報告」についての確認であり、特定

最低賃金の必要性の有無の審議は運営小委員会の場で行うこと、審議に

際しては、関係労使がイニシアティブを発揮し、全会一致の議決に至る

よう努力することなどを含めての確認です。 
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例年、意向表明の後、改正申し出のあった特定最低賃金の改正の

必要性の有無については、運営小委員会で御検討いただいている

ところです。 

今年度につきましても、既に令和４年３月２日付けで意向表明

がなされており、労働者側より正式に改正申し出が予測される６

業種の特定最低賃金の改正の必要性の有無については、事務局と

しては、例年どおり運営小委員会で検討を行うこととして差し支

えないのではないかと考えております。 

確認事項５については、本年度の特定最低賃金の発効日については、

例年のとおり 12 月 25 日を目途にすることについての確認です。 

これまで現行６産別の発効日を統一するという考え方に立つも

ので、発効日は例年どおり 12 月 25 日とすることを本審で確認い

ただくこととしております。 

 

会 長 

ただ今の事務局の説明について、何か質問、意見等はありませんか。 

 

【意見等なし】 

 

会 長 

それでは、本年度の審議会についても、この確認事項を踏まえて審議

することとしてよろしいでしょうか。 

 

【異議がないことを確認】 

 

 

会 長 

それでは、ただいま承認をいただきましたので、事務局は、日付が入

った確定版を配布してください。 

 

【事務局は承認された確認事項を配布】 
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会 長 

本年度の審議会、部会の運営に当たっては、できるだけ審議の効率化

を図っていくとともに、全会一致の結論が得られるよう各委員に御協力

をよろしくお願いします。 

 

会 長 

次に議題４の３「運営小委員会規程について」ですが、事務局か

ら説明をお願いします。 

 

賃金室長 

お手元の資料№３－３、21 ページをご覧ください。 

本年度、事務局からの改正の提案はございません。 

運営小委員会は、審議会の運営規程の第３条に「会長は、審議会

の議決により、特定の事案について事実の調査をし、又は細目にわ

たる審議を行うため、委員を指名して小委員会等を設置すること

ができる。」と定められており、この運営小委員会規程は、運営小

委員会をどのように運営していくかについての取扱いを定めたも

のです。 

第２条に運営小委員会は、公労使各委員３名をもって組織する、

第３条に任期は１年とする、第４条に委員は審議会の委員から選

出する、小委員会委員長及び小委員会委員長代理を置く、第５条に

小委員会委員長、審議会会長、大分労働局長及び３名以上の委員か

ら請求があった時は小委員会委員長が会議を招集すること等が定

められています。 

本年度もこの運営小委員会規程の内容でご審議いただければと

考えております。 

 

会 長 

ただ今の事務局の説明に対して、何か御質問、御意見はございま

せんか。 
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【意見等なし】 

 

会 長 

それでは、本年度の運営小委員会につきましても、この運営小委

員会規程に基づき運営することとします。 

次に議題５の「運営小委員会の委員及び委員長・同代理の選出に

ついて」に入ります。この議題について、まず事務局から説明をお

願いします。 

 

賃金室長 

ただ今、委員の皆様にご了解いただきました運営小委員会規程

に基づき、委員を選出いただきたいと思います。 

運営小委員会の委員は、審議会において公労使各側より御指名

いただき、それに基づいて決定させていただいております。今年度

についても、例年どおり各側委員より御指名いただき、この場で委

員の決定をお願いいたしたいと思います。 

 

会 長 

ただ今の説明に対して、何か質問はございませんか。それでは、

各側より今年度の運営小委員会委員の御指名をいただき、この場

で決定することといたします。 

では労働者側は、どなたが運営小委員会の委員をされる予定と

なっているか、報告をお願いしたいと思います。 

 

藤本委員 

労働者側は、私、藤本と稲福委員、鹿嶋委員の３名が担当いたし

ます。     

 

会 長 

使用者側は、いかがですか。 
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藤野委員 

使用者側は、神委員、中島委員、そして私、藤野の３名が担当い

たします。 

 

会 長 

公益は、いかがですか。 

 

井田委員 

清水委員、松隈委員、そして私、井田の３名が担当いたします。 

 

会 長 

ありがとうございます。 

それでは、今年度の運営小委員会の委員を確認いたします。 

公益が、松隈委員、井田委員、私、清水。 

労働者側が、藤本委員、稲福委員、鹿嶋委員。 

使用者側が、藤野委員、神委員、中島委員ということになります

が、以上の９名の委員ということでよろしいでしょうか。 

 

【意見等なし】 

 

会 長 

次に「委員長・同代理の選出について」に入ります。 

運営小委員会規程第４条第２項により、委員長と代理は公益委

員の中から決めることとなっています。 

これについては、５月 1７日の公益委員会議で協議しております

ので、城戸委員に報告をお願いいたします。 

 

城戸委員 

公益委員会議では、松隈委員を委員長に、清水委員を委員長代理

にお願いしたいとの結論になりましたが、如何でしょうか。 
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会 長 

ただ今、城戸委員から、委員長に松隈委員を、委員長代理に私、

清水をとの御報告がございました。これについて御意見はござい

ませんか。 

 

【意見等なし】 

 

会 長 

それでは、運営小委員会の委員長は松隈委員に、委員長代理は清

水が就くことといたします。 

次に、議題６の「最低賃金に関する基礎調査について」に入ります。 

事務局に、説明をお願いします。 

 

賃金室長 

お手元の資料№４、23 ページを御覧ください。 

最低賃金に関する基礎調査は、大分地方最低賃金審議会における、地

域別最低賃金及び特定最低賃金の改正等の審議に資するため、賃金実態

を把握することを目的として、毎年実施しております。 

調査対象は、24 ページに示しております。大分県内の民営事業所で製

造業と情報通信業のうち新聞業及び出版業は労働者数が 100 人未満、卸

売・小売業、学術研究・専門技術サービス業、宿泊業・飲食サービス業、

生活関連サービス業・娯楽業、医療・福祉業、その他サービス業は労働

者数が 30 人未満となります。 

なお、特定最低賃金の審議に必要な場合は、100 人以上を雇用してい

る事業所も調査の対象となります。 

調査の項目は、令和４年６月１日現在の労働者の性別、就業形態、年

齢、勤続年数、職種、賃金形態、基本給額、手当、月間所定労働日数、

１日の所定労働時間数等です。 
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調査は７月末までに終了予定で、地域別最低賃金及び特定最低賃金の

審議に必要な産業ごとに、１時間当たりの賃金額に算定しなおし、金額

別労働者数の分布表を作成することとしています。 

 

会 長 

ただ今の事務局の説明に対して、何か質問はありませんか。 

 

【意見等なし】 

 

会 長 

それでは最後に、議題７「その他」に入ります。事務局から説明

をお願します。 

 

賃金室長 

  昨年は各地方自治体から意見書が提出されましたが、今年はま

だ提出がありません。今後もし提出がありましたらその都度審議

会の場で報告いたします。 

労使委員のお手元に「最低賃金決定要覧」令和４度版を配付させ

ていただいておりますので、審議会での参考にしていただければ

と思います。 

なお、次回の審議会は７月 13 日（水）午前１０時から開催する

専門部会となっています。 

 

会 長 

では、その他、各委員から質問やご意見など、何かございました

らお願いしたいと思います。 

       

小野委員 

 全国加重平均１０００円以上となることを目指すという形で

国の方は言ってますけれど、今の形で平均加重が１０００円を
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超すというパターンで見た時、大分県の最低賃金はどのくらい

の目途になるという試算はされてないですか。 

 

賃金室長 

試算はしてませんが、今の全国加重平均は９３０円になりま

すので単純に目安金額が３０円前後、昨年は２８円でしたが大

体３％前後で移行するということになっていますので、３０円

前後になると３年以内後には１０００円はオーバーするのかな

というふうな形で考えています。 

その後の状況については分かりませんが、中央最低賃金審議

会の目安審議の中での方針なり政府の方針１０００円を上回っ

た時の方針などで決まるのではないかと考えています。 

 

会 長 

  ３％というのは今後審議の中で決めていくということになり

ます。そういうことでよろしいですか。 

 

賃金室長 

政府の考え方としてそういうふうになっているということで

す。 

会 長 

  分かりました。 

 

会 長 

  何か他にありませんか。よろしいでしょうか。 

 

【意見等なし】 

会 長 

以上を持ちまして、本日の審議会を終了いたします。 

本日の議事録確認委員は、藤本委員、藤野委員にお願いします。 

皆様大変お疲れ様でした。 


